
　

多
摩・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
以
後
多
摩
ネ
ッ
ト
）
で
は
、

5
年
後
の
多
摩
市
を
描
き
な
が

ら
中
期
計
画
を
た
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
環
境
部
会
で
は
、
継
続

的
な
水
質
調
査
や
井
戸
調
査

を
、福
祉
部
会
で
は
、高
齢
者
介

護
や
障
が
い
者
等
の
問
題
を
議

会
で
の
提
案
に
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。教
育
部
会
で
は
、図
書
館

や
児
童
館
の
課
題
な
ど
利
用
者

の
立
場
か

ら
取
り
組

ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
ち
を
歩
き
、
人
に
会
っ
て

こ
そ
見
え
て
く
る
答
え
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
摩
ネ
ッ
ト
で
は
、
議
会
終

了
後
（
年
４
回
）「
生
活
者
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
、
議
会

報
告
や
地
域
の
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。ま
た
東
京・
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
毎
月
一

回
発
行
し
て
い
る｢

生
活
者
通

信｣

は
生
活
と
政
治
を
つ
な
ぐ

情
報
紙
と
し
て
都
議
会
情
報
や

各
地
域
の
ホ
ッ
ト
な
活
動
、
調

査
活
動
に
基
づ
い
た
政
策
提
案

等
、
生
活
に
直
結
し
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

載
せ
て
い
ま
す
。

（
購
読
料
1
年
間
１
０
０
０
円
）

多摩市みどりと環境基本計画の実現にむけて
多摩・生活者ネットワーク市議会議員　

みどりのルネッサンスについて
多摩・生活者ネットワーク市議会議員　

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
土
や
木
、
草
に
よ

る
住
ま
い
に
始
ま
り
、
食
糧
、
衣
料
、
薬
に

い
た
る
ま
で
様
々
な
動
植
物
、
菌
類
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
、
農
業
な
ど
人

間
の
営
み
も
そ
れ
ら
生
物
の
生
息
環
境

を
守
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。生
物
多
様

性
条
約
第
11
回
締
結
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11

〔
10
月
8
日
～
19
日
ま
で
イ
ン
ド
の
ハ
イ

デ
ラ
バ
ー
ド
で
開
催
〕）
に
向
け
、
政
府
は

２
０
１
５
年
ま
で
の
行
動
計
画
を
合
わ
せ

た
戦
略
の
見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
も
「
緑
施
策
の
新
展
開
～
生
物

多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
基
本
戦
略
」
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
地
域
で
の
実
践
を
担

う
多
摩
市
の
姿
勢
こ
そ
問
わ
れ
ま
す
。30

年
計
画
の
10
年
を
経
て
改
訂
さ
れ
た
「
多

摩
市
み
ど
り
と
環
境
基
本
計
画
」
の
展
開

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

実
態
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

環
境
部
の
あ
っ
た
約
10
年
前
に
は
動
植

物
の
実
態
調
査
や
水
循
環
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
変
化
を
問
う

と
「
調
査
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
の
答
弁
。

基
本
計
画
改
訂
に
あ
た
っ
て
、
今
後
の
協

力
を
期
待
で
き
る
各
種
環
境
団
体
と
の

協
働
を
深
め
る
べ
き
だ
っ
た
と
指
摘
。今

後
「
実
態
を
知
る
た
め
生
き
も
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
づ
く
り
を
市
民
と
行
う
」
と
の
答

弁
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

環
境
部
設
置
へ
の
期
待
と
今
後

　

開
発
へ
の
指
導
は
都
市
計
画
課
が
行
っ

て
い
ま
す
が
、
生
息
環
境
保
全
の
視
点
で

の
指
導
も
必
要
と
の
問
い
に
は
今
後
、「
必

要
な
場
合
に
は
環
境
政
策
部
と
し
て
指
導

す
る
」
と
の
答
弁
。水
の
循
環
や
暗
渠
化
は

特
に
影
響
が
大
き
い
た
め
、
保
全
す
べ
き

と
定
め
た
エ
リ
ア
内
だ
け
で
も
予
め
調
査

し
指
導
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。来

年
春
、
復
活
す
る
環
境
部
に
は
多
い
に
期

待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
生

物
多
様
性
確
保
の
啓
発
や
情
報
共
有
、
発
信

の
拠
点
と
し
て
は
、と
の
問
い
に
は
、Ｈ
Ｐ
の

リ
ン
ク
程
度
の
消
極
的
答
弁
で
終
わ
り
ま

し
た
。な
ぜ
多
様
性
が
必
要
な
の
か･･･

市

民
と
と
も
に
学
び
、
開
発
や
公
園
管
理
、
下

水
道
管
理
な
ど
に
具
体
的
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
も
、
多
摩
市
と
し
て
の
戦
略
を
も
っ

て
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

多
摩
市
で
は
、地
域
で
み
ど
り
の
保
全
・

維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
団
体
や
、

み
ど
り
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
々
が
増
え

て
き
ま
し
た
。み
ど
り
は
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
だ
け
で
な
く
、
生
物
多
様
性
の

確
保
や
子
育
て
、防
災
な
ど
、人
々
の
生
活

に
密
着
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
う
え
で
大
き
な
役
割
が
あ
る
こ
と
を
私

た
ち
市
民
が
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
民
と
共
に
緑
の
点
検

　

今
後
3
年
間
で
、
市
民
が
み
ど
り
に
か

か
わ
る
こ
と
で
、
市
民
間
の
交
流
機
会
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
と
に
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

や
課
題
を
、
自
分
た
ち
で
解
決
し
て
い
け

る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て
い

き
ま
す
。

　

計
画
都
市
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、

み
ど
り
溢
れ
る
環
境
を
残
す
た
め
、
街
路

樹
や
公
園
・
緑
地
の
配
置
、法
面
へ
の
植
栽

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、
み
ど
り
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た

め
に
は
、
莫
大
な
労
力
と
予
算
が
必
要
に

な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
と
な
っ
て

い
る
一
方
、約
40
年
が
経
過
し
、成
長
し
た

み
ど
り
が
夜
間
の
歩
行
に
不
安
を
与
え
た

り
、
見
通
し
が
悪
く
危
険
な
箇
所
を
生
み

出
し
た
り
と
、
防
犯
上
や
交
通
安
全
面
で

の
調
和
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

防
災
や
景
観
な
ど
も
含
め
、
地
域
特
性

を
勘
案
し
、
み
ど
り
の
育
成
管
理
を
点
検

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
！

　

公
園
緑
地
の
育
成
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら

公
園
や
緑
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
案
を

い
た
だ
き
、
植
栽
の
更
新
や
施
設
の
新
た

な
活
用
方
策
を
実
現
し
て
い
く
方
向
性
で

す
。

　

し
か
し
樹
木
に
詳
し
い
地
域
住
民
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。行
政
は
市
民
と
市

民
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
的
な
管
理
経
費
削
減
や
、
剪
定
枝

を
活
用
し
た
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

も
、
今
後
の
多
摩
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

多
摩
市
議
会
で
は
、「
多
摩
市
議
会
基
本
条

例
」
第
9
条
の
「
決
算
と
予
算
の
連
動
」
を
め
ざ

す
た
め
、本
年
度
か
ら
、決
算
審
査
と
予
算
審
査

ま
で
を
連
動
さ
せ
た「
予
算
決
算
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
全
体
的
な
流
れ
に

関
し
て
は
、
委
員
長
・
副
委
員
長
、
他
4
名
の
議

員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
決
算
特
別
委
員
会
理
事

会
の
中
で
議
論
し
、決
定
し
ま
し
た
。

　

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
た
同
特
別

委
員
会
で
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。審
査
は

9
月
19
日
か
ら
27
日
ま
で
の
7
日
間
で
、
そ
の

中
の
9
月
20
日
・
21
日
・
24
日（
予
備
日
も
使
用
）

で
は
、
4
つ
の
分
科
会
で
集
中
審
査
事
業
の
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
集
中
審
査
事
業
評
価
は
各
会
派

で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、会
派
ご
と
の
異
な
る
評

価
で
は
、
来
年
度
予
算
編
成
に
反
映
す
る
こ
と

が
難
し
い
、と
の
市
側
の
判
断
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
年
度
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し

た
4
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、
各
分
科
会
そ
れ

ぞ
れ
2
事
業
ず
つ
計
8
つ
の
集
中
審
査
事
業
に

つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

超
党
派
の
議
員
が
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、

8
つ
の
集
中
審
査
事
業
に
関
し
て
は
、
議
会
の

評
価
と
し
て
市
長
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
多
摩
市
議
会
基
本
条
例
」
第
9
条
3
項
に

は
、「
市
長
は
、
議
会
の
評
価
を
予
算
に
十
分
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。」と
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
評
価
が
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
予
算
確
定
ま
で
、
予

算
決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、今
後
も
、予
算
と
決
算
の
一
体
的
な
審
査
だ

け
で
な
く
、
機
能
強
化
に
向
け
た
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。	

（
星
野
な
お
こ
）

江川美穂子
　30周年、おめでとうございます。
　「政治への市民参加」の手引きをしてもらって、
94年に初めて市議会で陳情をしたのが最初の出
会いでした。それからの長い年月の中、いろいろ
と活動を共にする場面がありましたが、今年の原
発都民投票の運動では、多摩市の事務局を担う頼
もしい活動振りに接することができました。これ
からも、地域に根ざしてがんばってください。

　

全
国
で
は
１
１
６
の
自
治
体
に
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
東
京

の
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
都
内
33
の
自

治
体
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課

題
に
取
り
組
む
と
同
時
に
市
や
区
を
こ
え

た
「
東
京
問
題
」
に
は
全
体
で
取
り
組
み
、

ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て
東
京
を
「
生

活
の
ま
ち
・
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
に
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
区
議
会
市
議
会
に
50
名
、
都
議
会

に
3
名
の
議
員
を
送
り
出
し
、
来
年
7
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
都
議
会
議
員
選
挙
で
は

倍
増
の
6
名
を
当
選
さ
せ
る
た
め
に
活
動

を
準
備
中
で
す
。

「私の好きな多摩市の風景」 アンケート

1. あなたの好きな多摩市の風景を教えてください。

 

その理由

 

 

＊この結果をもとに多摩ネット 30 周年を記念して多摩 20
選を選考し発表します。

2. 市政・都政に関するご意見ご要望ございましたら、お書き
ください。

この結果を知りたい人、イベント参加希望の方は連絡先を表
面にご記入ください。

料金受取人払郵便

多摩支店承認
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郵 便 は がき
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摩
・

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

行

性 別 女　・　男 年　齢 年代

お名前

ご住所 〒

差出有効期間
2014年7月31日
まで
（切手不要）

多
摩
市
乞
田

　
　
　

一
二
二
七

─

一

─

一
一
二

菊池富美男（前市議会議員）

　多摩・生活者ネットワークが設立30周年を迎
えられた事に心からお祝いを申し上げます。新
井美沙子さん（故）と原田恭子さんの2人の議員
が出現したことは私にとっても心強い仲間が誕
生したことになりました。市議会で、ネットの二
人と住田啓子さんとで会派を組みました。市民
感覚の視点から、議会改革をするにあたって4人
で納得がいくまで議論を交わしました。市長が
提案した予算や議案に賛成反対するだけでなく
議員の権能を高め、議会を改革する手法として
問題点を明らかにした修正案を作成し提案しま
した。多摩・生活者ネットワークの地方政治への
30年間の活動は地方議会活性化の礎を築いてき
た活動であります。心から敬意を表します。

八木智弘（政策ゼミ参加者）

　多摩・生活者ネットワークの皆様、30周年おめ
でとうございます。政策ゼミ生として活動させて
いただいた4年間で、「政治」は遠い世界の出来事で
はなく、自らの生活の一つ一つに関わっており、
一人一人の行動で変えられるという、本来当たり
前なのに見えなくなってしまっている新鮮な感動
を体験できました。今後も多摩ネットが、「生活に
身近な政治」を伝え、行動する主体であり続けるこ

とを願って
おります。

　川の水質調査

井戸調査

　誰もが使いやすい駅になるよう、バリア　チェック。鉄道会社や市に提案
政策ゼミの中間
発表会。学生と
ともにテーマを
決め調査。市へ
の提案を実現さ
せるよう一般質問
を組み立てる

「おだ認定こども園」を見学。ゆったりとした保育スペース

山梨県都留市へ小水力発電視察

　子どもたちと大栗川の生き物
調査

八王子市、調布市、府中市などの近隣ネットメンバーと一緒に町田市のバイオトイレの視察

生活のまち・暮らしやすいまちをめざして
多摩・生活者ネットワークの30年

決算と予算の連動をめざす
政策ゼミ。ワークショップで一般質問の
テーマ決め

提案する

議論する 体験する

見る

でかける

観察する

調べる

測る

高次脳機能障害の方々が作業する「新宿ジョイント」。
作業場は近所のビルの一室を無償で借りている

調べる

（多摩市循環型
エネルギー協議会理事）




